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　　【研究の動機】　　　　　　　　　　　　　
使われなくなった廃プールの水を再利用する
ため、水耕栽培で野菜を育てることができな
いかと考えたため。　　　　　　　　　　　
【仮説】　　　　　　　　　　　　　　　　
プールで栽培できる　　　　　　　　　　
【実験内容】　　　　　　　　　　　　　　
豆苗（生育初期段階）における必要窒素量を
プールの水が満たしているか。　　　　　　
【湯沢高校プールについて】　　　　　　　
25ｍ✕13ｍ(深さは場所によって異なる）　
プールの成分　　　　　　　　　　　　　　
硝酸イオン　      　　0.50mg/L　              　　　　
亜硝酸イオン        　 0.5ｍｇ/L　　                             
アンモニウムイオン  0.1mg/L　　　　　　　　　　　
pH　7.6　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【実験１(豆苗編）】　　　　　　　　　　
実験場所：生物室　　　　　　　　　　　　
①水　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②水+窒素液体肥料(0.0050%）　　　　　　
③水+窒素液体肥料(0.010%）　　　　　　　
④水+窒素液体肥料(0.02%)　　　　　　　　
※①〜④はともに400ml　　　　　　　　
【使用した窒素液体肥料（成分）】　　　　
窒素全体　　　　　5,0％　　　　　　　　
アンモニア性窒素　1,0％　　　　　　　　
硝酸性窒素　　　　1,0％　　　　　　　
【結果(実験1）】　　　　                    　
・　①が最も成長した。　　　　　　　　　　
・窒素添加した中で②が最も腐敗した。　　　
➡正確な実験結果が得られなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
左から0.020%、0.010%、0.0050%、水

【実験２（レタス、ブロッコリー編）】
実験場所：教室の窓側(温度調節ができるため）
①水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②水+窒素液体肥料(0.0050%）　　　　　　　
③水+窒素液体肥料(0.010%）　　　　　　　　
④水+窒素液体肥料(0.02%)　
　
レタス

左から0.020％、0.010％、0.050％、水

ブロッコリー

左から0.020％、0.010％、0.050％、水

【結果】
レタス・ブロッコリーともに、窒素濃度0,005％で育て
たものが最も成長した。窒素濃度0.02%で育てたも
のは、どちらも、明らかに成長せず。

【考察】
窒素量の観点から「育てられる」　　　　　　
pHが生育に影響する可能性がある。　　　　　
発芽の段階によって必要な窒素量が異なる可能
性がある。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【pHによる影響】
・ミネラル類の難溶化による栄養障害が起こる
可能性
・ブロッコリーとレタスの生育上の最適pHに対
してプールのpHが高いことにより生育障害が起
こる可能性

【pHが高い理由】
プールの藻が大きく関係している可能性
→藻の光合成の際に伴う二酸化炭素の消費が関
係しているのではないか。

【今後の展望】
・各生育段階における必要窒素量の変化
・プール内の水のpHを下げる
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